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次回から本体(ADL-3)の電源ONのみ。 ②本体選択

本体検出

ドングルのMACアドレス。
アプリはMACアドレスで
本体を識別しています。
本体のドングルを入れ替
えたら再設定が必要です。



②データ表示 (微細傾斜：気泡管センシング)

Any Design ,INC

Gセンサーセンシング
2軸丸型グラフィック

電池電圧アラート

測定値
分解能：0.001mm/m (ADL-3-001)

最大 9.9 mm/mまで計測

気泡管センシング
気泡グラフィック

データ受信無しは薄赤色

本体Y:表示目盛感度

通信状態モニター

本体Xの内部温度

本体X:表示目盛感度

本体識別番号

本体X：
ユーザーゼロ補正値

気泡移動量は本体Yの
表示目盛感度で移動。

データ表示 (大傾斜：Gセンサーセンシング) データ表示 (データ通信断)



-1: MENU

目盛感度Set

-2:設 定

③目盛 感度 設定

目盛感度設定はMain画面の気泡移動量を設定します。
これにより異なる感度の水準器の様に動作します。

本体のハードウェア仕様による分解能、測定範囲を変更するものではありません。

X :設 定

Y :設 定

「戻る」で自動保存

-3:保 存



④ユーザーゼロ 設定

ユーザーゼロは本体のゼロ調整ズレ分を180度反転法により
算出、保存します。これを基にMain画面の測定値を自動補正します。

設定時とMain画面で測定時の本体方向(正位置)を同一にして下さい。
正位置方向が異なると誤った補正になります。十分ご注意ください。

-1: MENU

ユーザーゼロSet

-2:ユーザーゼロ設定

測定軸 選択

同じ場所で本体の
正方向と逆方向の
測定値を得る。

・同一位置で180度反転
・複数回の操作
で精度が向上します。

ユーザーゼロ値を保存

測定値はクリアされます。

測定スタート

・未操作：User_Zero=0.000の時に
保存すると過去の保存値が

クリアされます。

-3:ユーザーゼロ保存

黒色：測定中

測定値確定：赤色

黒色数値をクリックで

次の測定場所が黒色

ユーザーゼロ値

１／２コール法による傾斜真値



資料：ユーザーゼロ 演算原理

正方向 逆方向

+ 7(正方向測定値)

ｰ 13(逆方向測定値)

+ 10(傾斜真値)

- 3(本体のゼロズレ)

+ 7 ー (ｰ 13) ) / 2 = + 10 傾斜真値(1/2Call) =  (

本体のゼロズレ =  + 7 ー (+ 10) = ｰ 3

ユーザーゼロ補正値 =  0 ー (- 3) = + 3

+ 7 ＋( +3) )= + 10 傾斜真値(Main画面)=  (

＝

ｰ 13(正方向測定値)

+7(逆方向測定値)

- 10(傾斜真値)

- 3(本体のゼロズレ)

逆方向正方向

-13ー (+7) ) / 2 = - 10 傾斜真値(1/2Call) =  (

本体のゼロズレ =  -13 ー (- 10) = ｰ 3

ユーザーゼロ補正値 =  0 ー (- 3) = + 3

-13＋( +3) )= - 10 傾斜真値(Main画面)=  (

＝

プラス傾斜時

マイナス傾斜時


